









































































































































































































































原職 コミュ二テ接祈る鮒 抑煎 ［民主的価値　　　　 ！ 荒木寿友 氏の解 釈
段
メ ンバ ー 間の 取引 は別 と 民 主的 な理想 とは ，すべて の凰 コ ミュニテ ィ意識は二者 関係 におけ る互恵性が
して ，コ　ミュニ テ ィ　とい う 人 が望ん でい る よう に謡 す異 体 的 中心であ り，直 接的な利害 以外の コ ミュニテ ィは
明確 な意 識 はな い。 コ ミュ な権 利が あ るとい う　ことであ る。 価値 づけ られな い。ま た民 主主義 につ いての意識
二テ ィはお 互い に好 意 を施 民 主主義 の主 な特徴 は ，個 々が 自 ；も，自己の欲求 が前面 に出るもの とな る。例 えば
階 し， また 自己の 利害 を守 る 分の考 え方を話 す機会があっ た り， コ ミュニテ ィで 事件が起 こった と して も ，それ は
2 ため にお 互 い に締 る凰 ム旦 あ るいは や りた い仕 事 をす る機 会 I直轄事 件 に関わ ってい る人間のみ が解決 すれば よ
皇＿塞＿且 にす ぎな い。 コ ミュ を もってい るとい う　こ とであ る。 こいとす る考え 方が優位 を占める。・‥適徳 性発達 に
ニ テ ィは ，その メ ンバ ーの お ける第 二段階 の 「素朴 な道具主義的快 楽主義」
異体 的 な必 要性 に応 じる限
りにおいて価 値づけちれ る。
．とい う特 徴か ら描かれてい る。
＞ コ ミュニ テ ィ意識 は ，メ 民 主的 な理 想 とは ，聴い た り， ！ コ ミュニテ ィの感覚 には，他者 を助け るという
段
ンバ ー の　 で其　 され た一 他者 の視 点 をと った　り．他 者 を尊 点において ，配 慮や思 いや りとい う柑 点が出て く
達の迫＿会＿盟＿伍 を指 してい る。 真上」と上＿することを内包 して いる。 互 。民 主主義 に対す る意 識も，多数意 志が尊 重さ
階 集 団は そ のメ ンバ ー 同士が 個 々人 は ，みん なに と って 最 も善 れるよ うに，追 徳性の段 階にお ける 「よい子で あ
3 温＿し上止 め に価 値づ け られ い こ とにつ いて考 え るよ う促 され るこ とが正 しい ことで ある」 とい うことか ら演締
る 。集 団 の価値 は ，そ の集 る 。「多数 意 志」 は 正 しい こ と． 的に描か れて い る。例 えば ，コ　ミュニテ ィは豪族
団の規範的 な瑚待に等 しい。 尊 重 され るべ き こと と して 表 され のよ うなものであ り，事故が起 きた際も ，盈且 去．
た権威 とな る。 を思いや り，助けよ うとい う考えが特徴的 である。
∨ コ　ミュ ニテ ィは ， メ ンバ 民 主的 な理 想 とは ，他者 の詔 を コ ミュニテ ィ意識で は，コ ミュニテ ィの一月で
段 一 間の 関係 か ト乳且 直見崖 丁 寧 に聴 くとい うだ けでな く，他 ある というこ とか ら，メ ンバーは 個人だ けでな く
階 と して は っ き りと価 値 づ け 者 の言 って いる 意味 は何か ，い か lコ　ミュ ニテ ィその もの に着 任 を感 じるよ うに な
4 られ る。 コ　ミ　ュニ テ ィの 一 にす れば グルー プに 有益 にな るか り，社 会契約 を結ん だ一員 として コ ミュ ニティは
月 で ある こ とは ，集 団規範 につ いて注 意深 い熟慮 を含 ん でい 価値づ け られ る。コ ミュニテ ィで起 こった蘭題は ，
と理想 を尊 重 す ると い う迫 る。決 定 は，グ ルー プ全体 に と っ 個 人の 問題では なく．コ ミュニ テ ィの闇題で ある
会．盈且 を 結ぶ ことで あ る。 三＿瓦屋 な 方法で 「一 般的な 意 志」 とい う認識が支配的 にな って く　るのであ る。また
コ ミュニ テ ィは集 団 の議能 によって考慮され るべ きである。 民主的 な価 値付 けについて もコ ミュニテ ィ全 体に
を 果 たす い くつ かの シス テ とって最 もよい ものが選択 され るよ うに なる。こ
ム が相 互 に関連 してちて‾号 の ことは，道徳性発達 にお ける 「法 と秩序 を守 る
れ た 有機 的な 全体 と見な さ ことが 正義であ る」とい う道徳 判断か ら導き出さ




・地域 社会 とい う明確な意識 はない。
・地域 社会 は 自己の利害 を守 るためにお互い に頼 る個 人の集 ま りにす ぎない。
階 ・自己の欲 求か前面に出 る。
2 ・地域 社会で事件が起 こったと して も，それは直接事件 に関 わってい る人間のみが解決 すればよい とす る考 え方が優
位 を占め る。
・地域 社会 の問題 （葛藤 ，対 立 してい ること） には気 づいてい る。
V ・地域 社会は豪族のよ うなものである。
段
・他 者を助ける とい う点 にお いて，配慮や思いや りという視点が出て くる。
・多数 意志が尊重 され る。
階 ・地域社会 で事件が起 こったら，被害者 を思 いや り，助けよ うと考 える。
3 ・相手 の視 点を取 り入 れて相互 に関連させ ることが できる。
・地域 社会の人々が共 有 してい る感情 や期待の中身が わか りそれ らか 個人的な利害関 心よ りも優先す ることに気づい
て いる。
V ・地域 社会の一月であ るという責任を感 じるようにな る。
段 ・地域 社会 全体に とって最 もよいものが選択 され るよ うにな る。
階 ・法 ，秩序 ，システ ムという観 点か ら考 える。
4 一地域 社会で起 こった問題は個人の即題では な く，地 域全休 の問題 である とい う認識 が支笥己的 にな る0
・抽 象的な社会的な視点 か ら考え ることがで きる。




























































































































































































































































































































































こ．圭 学習添数 ＿一二；＿－・‾ こ・こ、・＿要 撃＿車型奉軍．こi：・率澹この申率 こ′ ；：牒 劃寧縛一誉
事
※　 家庭でゴ ミの分別などの 「ゴミ責任者」 ・思ったよ り多 く出る ・身体活動 （感）※
になって約 10日間活動 ・生ゴ ミが多 い




1　 ゴミに関わる人々の努力や工夫に気づ く。 ・ゴミの分別や出 し方には決ま りがあ る （・身体活動 （感））
・身体活動 （感）
（1）家庭での 「ゴ ミ責任者」活動の感想 ・ ・家庭では多 くのゴ ミが出る
気づいたことを話 し合 う。 ・いろいろなゴ ミの種類 がある
（2）ゴ ミの行 方を話 し合い ，学校で収集作 ・収集する人 々は町を きれいにするため
業を実際に行 ってみ ることで収集 の仕組 に努力 している
みやその人々の工夫や努力に気づ く。 ・可燃 ゴミは燃や し使 えるものはリサイクル
（3）平成 11年の最終処分場の灰の量減少 ・リサイクルの仕組みはどうなってい る
のグラフか らなぜ減 っているのか予想 し， のだろう
新ク リー ンセ ンターの仕組みや新分別方 ・分別の方法 を変えたことで可燃ゴ ミの
法や リサイクルの仕組みについて調べ ， 増加率は減少 した
今 までの 自分のゴ ミに対す る意識の変容 ・ゴ ミに対 して地域の人がこんなに協力




や協力の必要性 を実感する。 ・市環境課は将来を見据 えて広い視野に
・見え先行方略（認）（1）市環境課のDさんと一緒に現在 や将来 立って計画 をたてている
の市のゴ ミの状況を予想 し，分 別方法変 ・葺は増加 し続けている
更等の環境課の努力によ り，ゴ ミの増加 ・M市は近隣市町村に比べて人口が多い
率は減少 しているものの， これか らもゴ のでゴミの量も多い
ミの量が増加することに気づき，解決策 ・将来 ，地域のゴ ミ問塵は深刻なんだな
を考えようという意欲をもつ。 ・どうしたら解決するのか考えたい








域 を教師が例示） と比較 し分別が少な い ・碧南市は分別が欄かい
ことに気づ き 「分別制度案①」 を作成 す ・他にもいろいろな細分化の しかたかあ
る。 る
（2）碧南市や他地域はどの ような分別制度 ・住民は どのような意識 なんだろう
を採用 して いるのかインターネ ッ ト等で ・あま り複雑だ と，市民は困るのでは




















4　 市環境課の Dさんに新制度を提案する。 ・市環境課では，どのような分別制度を
・見え先行方略（認）（1）環境課の Dさんとの交流から 「今で き 考えているのだろう
ることは リサイクル をスムーズに行 うた 一一‥”－一　 癖撫蹴 幽感 ・－－一一一… ‾
めの住民の工夫 ・努力であ る」という広 ：・ペット… や空き餌独し肋 てく組 、。脚 る人はくさいし・袋：
報活動の重要性 に気づ き，他地域の現状 ：から棚がこれたりするからです。
を調べ∴M市の広報内容 について考える。 ：・旬 トポ用の艶忘帆 軋てください。淵する人餌脈 蜜でも ：
（2）下書きをDさんと交流 し，新聞を作成 ：腰 細アルミと鉄をちゃんと棚して下さ咄 肘る畑 帽紹けます0：
し，配布する。 ・トレイも貼朋肝行脚ひます。00蜘 膿 00公民虹も叉い：
〈と便利です。
※「感」は感情的役割取得を表し，「認」は認知的役割取得を表す0どちらに重きをおくかて表記している。
一14一
